
なぜジャイアント（巨大機械工業）はOEM生産から
世界最大のスポーツ自転車企業になったのか（1）

朝元 照雄 （九州産業大学経済学部教授）

はじめに

世界3大スポーツイベントはオリンピック、
サッカーワールドカップおよびツール・ド・フラ
ンスであると言われている(1)。2014 年にジャイ
アントのメインスポンサーの「チームジャイアン
ト・シマノ」（Team Giant Shimano）は、この年の
ツール・ド・フランス、ジロ・デ・イタリア、ブェ
ルタ・ア・エスパーニャなどフランス、イタリア
およびスペインの「3大ツール」で 41 勝を勝ち
取った。そのうち、2014 年のツール・ド・フラン
スの第1、第2、第4と第 21 ステージでマルセ
ル・キッテル（Marcel Kittel）が優勝を掌中に入
れた。そして、2015 年のツール・ド・フランスの
第 17 ステージで優勝を挙げたのは「チームジャ
イアント・アルペシン」（Team Giant Alpecin）の
シモン・ゲシュケ（Simon Geschke）である。続
く、2016 年7月のツール・ド・フランスの第9、
第 13 ステージで優勝を挙げたのは同チームのト
ム・ドゥムラン（TomDumoulin）である。氏は翌
8月のリオ・オリンピックの自転車の男子個人

ロードタイムトライアルで銀メダルを獲得した。
このチームはジャイアントの賛助で、機材（エア
ロロードバイクなど）を提供している。
2016 年8月、筆者がジャイアントの台湾本社（台
中大甲）を訪ね、玄関ホームのショールームにス
ポーツ自転車が展示されたのを見た。その1台の
フレーム（トップチューブ）に小さな金属片が嵌
め込まれている。金属片に「Marcel Kittel」とド
イツの国旗が刻印された。「2014 年のツール・ド・
フランスで、ステージ優勝のキッテルが使われた
実物か、それとも複製品か」と案内してくれた董
事長助理（会長秘書）の陳氏に訊ねた。「実物。
ツール・ド・フランスの後、現地から送り帰したも
のだ」、「プロ選手に数台のバイクを提供し、これ
はその中の1台」と氏は丁寧に教えてくれた(2)。
「ツール・ド・フランス」とは、1903 年に始めっ
た世界最古で由緒ある自転車レースであり、毎年
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(1) オリンピックを放送している国は 200 カ国、視聴者数は
226 億人、サッカーワールドカップを放送している国は
200 カ国、観客数は 270 億人、視聴者数は 400 億人である。
そして、ツール・ド・フランスのレースと共に回る人数は
5000 人、そのうち、3600 人のメディア関係者が世界中に発
信する。レース前にコースのキャラバン隊は 1600 万のノ
ベルティグッズが配布され、1500 万人の観客が沿道に集ま
り、180 カ国の人がテレビ中継を観ている。土肥志穂『人
はなぜツール・ド・フランスに魅せられるのか』小学館文
庫、2009 年、150～151 ページ。

写真1 2014 年ツール・ド・フランスでステージ優勝のキッテル
が使用されたバイク（本社ショールーム）

朝元照雄撮影



7月に開催される。名の通り「フランス1周」の
フランスの全長約4千キロメートルを1周（全 21
ステージ）し、約3週間（競技期間は 23 日間、そ
の間に2日間の休息日を設ける）で走破する過酷
なロードレースのことである(3)。ジャイアント
はこのレースチームの主要なスポンサーであり、
このチームに最高のレース用バイクを提供してい
る。ジャイアントのホームページや雑誌に掲載さ
れた広告、年報の表紙に、選手がジャイアントの
バイクに乗ってロードレースのステージ優勝ゴー
ル時のポーズ写真が掲載されている(4)。ジャイ
アントが賛助したチームは毎年上位入賞している
ことで知られている。また、このレースに使われ
たジャイアントのエアロロードバイクの1台の単
価は 100 万円を超えているものもある。
そのほかに、ジャイアント傘下の女性専門ブラ
ンド「Liv」（リブ）が賛助した女子プロ・ロード
レースチーム「ラボバンク・リブ」（Rabobank Liv）
には、2012 年のロンドンオリンピックの女子ロー
ドレース金メダル、シクロクス世界選手権史上初
の5連覇（2012 年）、USI 女子ロードワールドカッ
プ綜合優勝とGP・エルシ・ヤコブス総合優勝、ジ
ロ・ドンネ総合優勝のタイトルを獲得したマリア

ンヌ・フォス（Marianne Vos）が加入している。
同チームのフランス籍ポーリーズ・フェラン＝プ
レヴォ（Pauline Ferrand-Prévot）は UCI 世界選
手権ロード優勝(2014 年)、世界選手権シクロクロ
ス優勝、マウンテンバイク世界選手権・XC 優勝
などのタイトルを獲得している。2014 年にリブ
賛助の女子チーム「チームリブ・ブランチュール」
（Team Liv-Plantur）は 19 勝を勝ち取っている。
ツール・ド・フランスなどチーム賛助にトップ

プロ選手の優勝によって、ファンはジャイアント
を知り、世界で知られたブランドになった。現在、
ジャイアントのバイクは欧州では3大ブランドの
1つであり、アメリカの3大ブランドの1つと言
われている。なぜ、OEM生産(自社ブランドを持
たないで、他社からの委託製造)からスタートし
たジャイアントが世界最大のブランド企業の座を
占めるまでに成長することができたのか、それを
解明するのが本論の執筆動機である。
次のように展開する。まず、本論はジャイアン

トの過去から現在に至る道のりを考察する。第Ⅰ
節は草創期、第Ⅱ節はOEM生産期、第Ⅲ節は自
社ブランド構築期、第Ⅳ節は多国間資源統合期、
第Ⅲ節は、ジャイアントの企業戦略と企業運営の
分析を行う。第Ⅴ節はグローバル・ブランド構築
期を説明する。続いて、第Ⅵ節はジャイアントの
開発と運営、第Ⅶ節はブランド価値とレースチー
ムの賛助を説明し、最後の節は本論のまとめとす
る。

Ⅰ．草創期（1972~75 年）

1969 年、ジャイアントの創業者・劉金標（King
Liu ＝キング・リュー）は台中県龍井郷の海辺で
鰻養殖事業を行っていた。この秋の台風の襲来で
海岸の堤防が決壊し、海水が養殖池に氾濫して鰻
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(2) 現在、マルセル・キッテルは「エティックス・クイック
ステップ」チームに移籍した。氏は 2016 年のツール・ド・
フランスの第1ステージ2位(1位と同タイム)、第4ス
テージ優勝の好成績をあげている。

(3) 『ツール・ド・フランス 2015 公式プログラム』八重洲出
版、2015 年。山口和幸『ツール・ド・フランス』講談社現
代新書、2013 年。山口和幸『もっと知りたいツール・ド・
フランス』八重洲出版、2012 年。

(4) ジャイアント社のホームページ（http://www.giant-
bicycles.com/）および『巨大機械工業年報』2013 年版、お
よび 2014 年版による。瞿宛文「成長的因素：台灣自行車的
研究」（瞿宛文『經濟成長的機制：以台灣石化業與自行車業
為例』台灣社会研究叢刊 10、台灣社會研究雜誌社、2002 年、
第8章）。謝思全「台湾自転車産業の発展：グローバル企業
の誕生」（渡辺幸男・周立群・駒形哲哉編『東アジア自転車
産業論』慶応義塾大学出版会、2009 年、第8章）。



が流失した。友人の紹介で台中の清水で新しい鰻
養殖場を開設した。1960 年代から台湾政府は輸
出志向工業化を推進するようになった。1972 年
に友人との食事会で、自転車の投資と輸出の話題
になり、10 人から 400 万台湾元を集めて巨大機械
工業（GIANT、以下、ジャイアント）を設立する
ようになった。
表1はジャイアントの沿革を5つの時期に分け
て考察する(5)。
1972 年にジャイアントが設立された。ジャイ

アントの創業初期は資金不足のために、海外から
精密設備を購入する余裕がなく、模索しながら技
術を習得する状態であった。当時、台湾政府は自
転車関連の国家規格（CNS）を制定しておらず、
部品製造企業が製造した部品の品質にばらつきが
あり、自転車車輪のリムとタイヤ、ネジとナット
がかみ合わないこともしばしばあった。当然、組
み立てた自転車の品質が悪いことは避けられな
かった。ジャイアントが始めて組み立てた自転車
150 台の品質が悪く、出荷できない状態であった。
この経験を経て、劉金標董事長(会長)は「品質の
堅持」を企業の理念にしたのである。
品質の向上を図るために、劉董事長は日本の自

転車工場に行き、生産プロセスを見学した。そし
て、日本の JIS 規格を持ち帰り、品質を如何に改
善することができるかを研究した。その後、部品
製造企業を訪ね、規格の重要性を説明した。しか
し当時、ジャイアントの部品の購入量は少なく、
劉董事長の意見は部品製造企業からそれほど重視
されなかった。部品製造企業は、部品を大手の自
転車製造企業に優先的に出荷していた。そして、
余裕があった場合、中小の自転車組立企業に出荷
していた。そのほかに、部品が規格に合わず、品
質が悪いなどの重大な課題が存在した。しかし当
時、多くの自転車の部品・組立企業は受注競争の
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(5) ジャイアント社のホームページ（http://www.giant-
bicycles.com/）。

写真2 ジャイアントの本社と工場

朝元照雄撮影

表1 ジャイアントの経営戦略の転換

（出所）筆者の整理。



ために、品質をそれほど重要視しておらず、それ
によって、台湾製の自転車製品のイメージが悪
かった。このような状態のために、ジャイアント
は創業初期の業務拡大時に直面した難題であり、
不良製品の返品によって倒産の危機に直面した。
要するに、台湾の自転車業界のバリューチェーン
において、この時期のジャイアントは低い市場
シェアに止まっていたと考えられる。草創期
(1972～75 年)にジャイアントは技術能力と品質
を向上させ、販売能力を推進したが、この時期で
は海外進出の要請はまだ発生していない。

Ⅱ．OEM生産期（1976～85 年）

1970 年にジャイアントはアメリカ最大ブラン
ドのシュウィン（Schwinn Bicycle）社からバイク
の OEM 受託生産を獲得した。シュウィンの
OEM生産を獲得したことによって、ジャイアン
トは大きな躍進を迎えるようになった。シュウィ
ンは技術者を頻繁にジャイアントの工場に派遣
し、品質の向上および製造技術の指導を行い、ジャ
イアントの従業員も熱心に学び、直ちに製品の改
善に励んだ。ジャイアントの売上高が急速に増加
し、台湾の自転車産業のイメージも大きく向上す
るようになった。1979 年にジャイアントの年間
生産量が 35 万台に達した。同年、シュウィンの
シカゴ工場では大型ストライキが発生した。シュ
ウィンからの緊急要請を受けて、ジャイアントは
受注量を 60 万台に増加するようになり、ジャイ
アントはこの機会に生産ラインを拡張するように
なった(6)。
大型ストライクの後、シュウィンはアメリカの
工場を次第に閉鎖し、ジャイアントにOEM生産
を発注する台数が次第に増えるようになった。そ
のことによって、ジャイアントとシュウィンの協

力関係がより密接になった(7)。1980 年になると、
ジャイアントは台湾最大の自転車製造企業にな
り、日本のブリヂストンに次ぐ、アジア第2位の
自転車製造企業に成長するようになった。そし
て、1980 年に台湾全体の自転車の輸出量は 300 万
台を突破し、日本のその輸出量を凌駕して世界最
大クラスの「自転車輸出大国」に成長するように
なった。
OEM生産期(1976～85 年)には生産能力を拡張
し、規模の経済効果を発揮するようになった。そ
れによって、生産とサプライチェーンの管理のコ
ア・ケイパビリティ（核心能力）を育成すること
ができた。ジャイアントはこの時期にグローバ
ル・バリューチェーンにおけるOEM生産の地位
を築くことができた。

Ⅲ．自社ブランド構築期（1986～93
年）

過去において台湾の自転車製造企業の多くは
OEM生産によってビジネスをスタートさせ、自
社ブランドおよび流通・販売チャネルをもってい
なかった。そのために、OEM生産の受託入札時
にわずかな価格差によって、受注のチャンスを失
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(6) 佐藤幸人「技術発展と技術政策」（施昭雄・朝元照雄編『台
湾経済論』勁草書房、1999 年、第3章）。小池洋一「OEM
とイノベーション：台湾自転車工業の発展」『アジア経済』
第 38 巻第 10 号、1997 年。Cheng, Lu-Lin,“Wheeling the
Cycle up: Firms, OEM and Chained Networks in the
Development of Taiwan’s Bicycle Industry,”in Cheng and
Sato Yukihito, The Bicycle Industries in Taiwan and
Japan: A Preliminary Study toward Comparison between
Taiwanese and Japanese Industrial Development (Joint
Research Program Series, 124), Tokyo, Institute of
Developing Economies, 1998, pp.15-16.

(7) Crown, Judith and Glenn Coleman, No Hands: The Rise
and Fall of the Schwinn Bicycle Company, an American
Institution, New York: Henry Holt and Company, 1996;
Chu, Wan-Wen,“Causes of Growth: A Study of Taiwan’s
Bicycle Industry”, Cambridge Journal of Economics, 21(1).



うことが頻繁に発生した。
自転車産業の参入障壁が低く、それぞれの部品
には規格があり、それによって、競争の参入者が
多く、製品の同質性が多いという特徴をもってい
た。企業間では海外著名ブランドの受注を勝ち取
るために、熾烈な価格削減競争が行われ、OEM
生産企業の利潤を低下させた。そのほかに、
OEM生産の場合、1つの企業から大量の受注を
受けることがある。しかし、いったん顧客から注
文が来ない場合、人件費、機械設備の減価償却な
どの固定費用がかかるために、自転車のOEM生
産企業は莫大な損失を蒙ることになる。
ジャイアントはシュウィンから多額の受注を獲
得することによって、業績が急速に上昇した。
1983 年にジャイアントの受注量のうちシュウィ
ンが 75％を占めるようになり、他方、シュウィン
のジャイアントからの自転車の輸入量は7割の
シェアを占めるようになり、互いの依存度が非常
に大きくなった。1980 年代初期に、ジャイアント
はシュウィンの1社に過大依存するOEM生産の
ため、潜在的な危機を意識し始めるようになった。
要するに、シュウィンの受注が多く、しかも過度
に集中し、ある日突然シュウィンの注文が停止し
た場合、ジャイアントは大きな損害を蒙ることに、
劉金標董事長は危機感を抱き、不安視するように
なった。
そのために、劉董事長は自社ブランド構築の考
えを抱くようになった。シュウィンと新しい協力
関係を積極的に打診し、双方の共同出資で新しい
企業を設けて、ジャイアントの「GIANT」ブラン
ドの自転車販売を希望した。2年間も交渉を重
ね、シュウィンが8割の出資、ジャイアントが2
割の出資という最終的な合意を得る際に、シュ
ウィンは突如、香港の自転車製造企業に発注する
ようになった。シュウィンと香港の自転車製造企

業は中国の深圳（シンセン）で共同出資の中華自
転車（CBC）を設けるようになった。明らかに、
シュウィンのジャイアントに対する裏切り行為で
ある。それ以降、ジャイアントとシュウィンとの
協力関係は急降下するようになった。この教訓を
捉えて、「OEM生産は企業の長期経営と生存を満
たすことができず、OEM生産で稼ぐことができ
る時期には将来に向けて“戦争”の準備を行うこ
とが必要だ」と劉金標董事長は主張した(8)。
1992 年、シュウィンは中国投資の失敗によっ
て、企業再生の申請を行い、投資基金による経営
者が換わり、現在、カナダのドレル（Dorel）社が
シュウィンを買収し、バイク量産品の販売企業に
変貌するようになった。
シュウィンの受注が失われた後、1986 年に劉董

事長は決死の覚悟でオランダにジャイアント・
ヨーロッパ本部を設立し、自社ブランド「GIANT」
の第一歩を歩み出した。また、ブランドの中国語
名は企業名の「巨大機械工業」でなく、ジャイア
ントの中国語のあて音を使い、「捷安特」の自社ブ
ランドを立ち上げた。1987 年に、ジャイアント・
アメリカ、1988 年にジャイアント・ヨーロッパ本
部の傘下にジャイアント・ドイツ、ジャイアント・
イギリスおよびジャイアント・フランスの子会社
を設けた。続く 1989 年にジャイアント・ジャパ
ン、1991 年にジャイアント・オーストラリアおよ
びジャイアント・カナダを設け、世界の販売網を
構築するようになった。
1986 年以降、ジャイアントのバイクの生産量は

国内のライバルを超えて、自社ブランド構築の時
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(8) 林静宜『捷安特傳奇』天下文化、2008 年、68 ページ。野
嶋剛『銀輪の巨人』東洋経済新報社、2012 年。魏錫鈴『騎
上峰頂：捷安特與劉金標傳奇』聯經出版社、2004 年。荘惠
鈞「品牌價値評價模型之研究：以自行車品牌為例」台北科
技大學企業管理學系碩士論文、2010 年。



期を歩み始めた。海外に展開し、世界販売チャネ
ルを構築するようになった。自社ブランド構築期
（1986～93 年）にジャイアントは海外でブランド
戦略を採用し、販売チャネルとブランドの知名度
アップを図るようになった。ジャイアントは海外
支社を積極的に設立し、販売チャネルを拡張した。
1986 年に経済部（省）工業局が推進したセンター・
サテライト協力システム（中心・衛星協力システ
ム）によって、コストの競争優位性を構築するよ
うになった。
1986 年以降にジャイアントは自社ブランドの
構築に向かい、他のOEM生産企業と決定的な相
違点をあらわすようになった。多くのOEM生産
企業がコストの上昇圧力を受けた時に、コストが
低い地域（中国、東南アジア）に生産拠点を移動
させる本能が働くようになった。しかし、ジャイ
アントは 1986 年から自社ブランドの構築および
海外販売チャネルを開拓した。長期にわたり海外
の販売拠点を開拓したために、台湾国内の競争ラ
イバルとの距離が開いたことになる。
海外での販売チャネルの開拓は自社ブランドが
歩んだいばらの道であり、ジャイアントの大きな
挑戦である。販売チャネルの開拓は単なる販売拠
点の構築ではなく、顧客サービスを含んでいた。
販売チャネルを通じてジャイアントは消費者と企
業との情報伝達システム、市場のニーズ、R&D、
製造および販売などを密接に連結することができ
た。

Ⅳ．多国間資源統合期（1994～1999
年）

この時期に国際競争の環境変化および世界の経
済構造に、大きな変化が出現するようになった。
特に中国経済が急速に発展し、ジャイアントはコ
ストの上昇圧力に直面して、市場の要請に素早く

対応する必要の圧力が日増しに強まるようになっ
た。ジャイアントは市場の要請に反応するため
に、多国間の資源を統合する必要が高まった。
ジャイアントは中国とオランダに工場を建設し、
川上段階の材料（アルミ合金、炭素繊維など）の
垂直統合を行い、中国と台湾で泉新金属製品公司
と巨瀚科技公司の材料企業に投資するようになっ
た。
1999 年までにジャイアントは世界の資源を統

合し、世界での直営専門販売店は1万店舗を超え、
5つの製造工場（現在は6つの製造工場）、3つの
R&D センターを擁し、自社ブランドのほかに、
ODM生産も行っていた。ジャイアントは世界の
運営能力の向上のほかに、この時期に台湾の自転
車産業は衰退期に入ったために、ジャイアントは
戦略的同盟の A-Team の活動を積極的に推進す
るようになった。ジャイアントは産業のサプライ
チェーンを統合し、台湾を高級バイクのサプライ
センターの構築を戦略的目標にしている。
1992 年以降、生産コストの低減を求めて中国に

工場を設置するようになった。多国間資源統合期
（1994～1999 年）に、ジャイアントは企業のバ
リューチェーンにおいて、中国工場およびオラン
ダ工場の建設を通じて垂直統合を推進し、販売
チャネル、アフターサービスなどの構築によって、
ブランド価値の向上活動を行った。バリュー
チェーンの統合のほかに、R&D の技術統合も推
進し、炭素繊維およびアルミ合金のフレームを開
発して、新素材の技術によって、新たなコア・ケ
イパビリティを備えるようになった。この時期に
ジャイアントはグローバル経営戦略を展開するよ
うになり、台湾本部では製品の R&Dと製造を担
当し、海外の子会社の標準化製品の販売によって、
海外に展開するようになった。この時期にジャイ
アントは自社ブランドおよび販売チャネルの構築

交流 2017.1 No.910

― 21 ―



を考慮し、高付加価値のブランド戦略に向けて、
2000 年以降のグローバル・ブランド構築期の準備
を行った。
ジャイアントは台湾、中国（昆山工場、成都工
場、天津工場、昆山新工場）およびオランダなど
に6つの自転車製造工場、1つの電動自転車工場
および2つの材料工場を設けている。ちなみに、
2017 年に福建省泉州に7つ目の自転車工場を操
業する予定である。ジャイアントの生産ラインは
完備しており、シティバイク、ロードバイク、ク
ロスバイク（全地形対応の自転車）、マウンテンバ
イク、レースバイクなどが含まれている。ジャイ
アントは多国間の配置を行い、新製品の開発は国
際分業を行っている。
台湾工場は高級バイク車種の製造を担当し、オ
ランダ工場はヨーロッパ市場向けに一部分のバイ
クを提供している。中国工場は中・高級バイク車
種の製造を担当している。特に近年になると、中
国工場の生産能力が大幅に増加し、全製品ライン
のバイクを製造している。生産能力の向上は規模
の経済効果によって達するために、中国市場向け
中価格帯バイク製造に集中している。ジャイアン
トが単一ブランドで中国市場を開拓する場合、ブ
ランド・イメージの制限を受けることになる。そ
のために、中国市場に第2ブランドや第3ブラン
ドを立ち上げて、中・低価格帯市場にターゲット
を定める必要があると考えられる。
ブランドの差別化戦略において、3つのブラン
ドによって異なる位置づけを定める必要がある。
「ジャイアント」ブランドは中・高級車種のバイク
の生産ラインを中国、台湾およびオランダで国際
分業を行い、「専門販売店舗」による販売チャネル
戦略で、高級ブランド・イメージを強化している。
それに、女性向けブランド「Liv」などを立ち上げ、
ジャイアントはこれらのブランドによる市場の差

異化で運営を試みている。
ジャイアントは中国で「電動自転車」部門の設

置を独立した発展戦略として見ている。その理由
として、中国の多くの都市では大気汚染を防止す
るために、オートバイの乗車を禁止している。そ
れによって、電動自転車市場が大幅に伸びるよう
になった。また、中国の電動自転車市場の開発は、
新しい市場と新しい製品の組み合わせであり、単
一市場の潜在力によって、ジャイアントの「もう
1つの製品」（プラス・ワン）を構築することがで
きるからである。
ジャイアントの電動自転車戦略は R&D、製造

および販売システムを新たに統合する必要があ
る。R&D の技術において、自転車と電動システ
ムが如何にして統合するか、新たなコア・ケイパ
ビリティの開発が必要になり、知能型設計（電動
アシスト、安全システムなど）を推進する必要が
ある。中国の昆山工場が製造を担当し、独立した
子会社が販売を担当している（現在は「捷安特電
動車有限公司」に独立）。販売チャネルについて、
電動自転車を開発するために、ジャイアントはル
ノー自動車（Renault）、フォード自動車と戦略的
同盟関係を締結した。これらの自動車販売チャネ
ルを通じて電動自転車を販売し、これは新しい試
みである。2000 年 12 月、ジャイアントとパナソ
ニックは協力し合って、バッテリー、モータなど
の重要部品を導入し、ジャイアントが組立および
販売を担当して、日本の市場を開拓している。こ
の協力関係は成功し、パナソニックはジャイアン
トの重要な顧客になった。電動自転車は技術、製
造および販売チャネルのいずれも重要な一環であ
り、企業の多角化戦略の大きな一歩である。
1998 年以降、ジャイアントはレースチームの機

材提供の賛助を開始し、マーケティング戦略の一
環として見ていた。ツール・ド・フランスは最も
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挑戦的なロードレースである。レース選手の技能
水準、競技の難易度は世界の最高レベルである。
そのために、ロードレース競技用バイクの開発は、
ジャイアントの R&Dチームにとっても大きな挑
戦でもある。R&D チームはレース選手と意見交
流およびバイクの改善を絶えず続けていた。ジャ
イアントにとってレース選手は「リード・ユー
ザー」であり、最も厳しい注文を付ける消費者で
ある。選手はジャイアントに注文を付けて、彼ら
を満足させるために、企業のイノベーションの構
想を生む源になる。選手の厳しい注文からジャイ
アントは極限に向かって、智慧と努力の結晶から
トップクラスのレース用バイクを開発するように
なった。

製品の開発過程において、ジャイアントは以下
の2つの能力を累積するようになった。1つは、
製品の R&D能力が向上するようになった。レー
ス選手によるバイクへの要求を掌握し、細かい部
品の設計がより緻密になり、人間工学、流動力学
および重さ低減の追求をより考慮するようにな
り、風洞テストによる構造設計の改善にメスを入
れるようになった。1つは、製造技術のレベル
アップである。炭素繊維やアルミ合金などの新素
材や製造技術（エックス線による溶接面の検査）
などに大きな変化が発生し、イノベーション重視
の好循環を大きく牽引するようになった。

（以下、2月号に続く）

交流 2017.1 No.910

― 23 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


